食物アレルギーがある、幼児、児童、生徒の保護者の方へ　　　　　　　　　　　　
食物アレルギーがある子供たちが、学校生活を安心して過ごすために

　学校生活管理指導表って何？
　　医師が診断結果に基づいて、幼児、児童、生徒のアレルギー疾患の情報を記載するためのものです。学校は、個々の症状等を正しく把握し学校生活上の留意点を踏まえて適切な対応を考えていきます。学校において配慮を希望する場合は、必ず「学校生活管理指導表」を提出してください。学校生活管理指導表を医師が記載するにあたり、各医療機関で定められた料金がかかる場合があります。

学校生活管理指導表はなぜ必要なの？

学校生活で配慮を希望する場合は、学校生活管理指導表に記載されている医師の診断に基づいて、学校、共同調理場と保護者が面談をします。学校生活管理指導表は、配慮の内容を決める時に必要な資料となります。

学校生活管理指導表はだれがどこに出すの？

医療機関で食物アレルギーがあると診断され学校での配慮を希望する場合は、医師が食物アレルギーに関する情報を記載し、保護者が学校に提出します。
症状等に変化がなくても引き続き配慮や管理を希望する場合は、毎年1回以上、医療機関を受診して、学校生活管理指導表を学校に提出します。
　学校生活管理指導表を提出することで適切な対応をすることができ、不必要な制限をしないで済むことがあります。
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これにより、安全で楽しい学校生活につながります。
学校生活の中で食品を扱う授業や活動には、学校給食、家庭科や生活科などの教科や学校行事、遠足や社会見学などの校外学習があります。宿泊を伴う野外活動や修学旅行などは、宿泊先との連絡が必要なので、行事の２～３か月前から学校との打合せを始めましょう。内服薬やエピペンRなどの保管場所（たとえば、職員室、保健室、かばんの中など）は、学校と相談して決めておきましょう。

学校における食物アレルギー対応のための基本的な流れ　（例）

①　保健調査票等に記載します。食物アレルギー対応を希望する場合は、学校生活管理指導表をもらいます。

②　掛かり付け医に記入してもらい学校に提出しましょう。

③　学校との面談では、食物アレルギーに対する配慮や対応について十分に相談しましょう。

④　学校は、「個別の取組プラン」や「緊急時個別対応マニュアル」を作成し、市町村（県立学校は各学校）の食物アレルギー対応委員会で検討して対応が決定されます。

学校給食における食物アレルギー対応食、毎月の流れ　（例）

①　学校給食献立表、詳細な献立表が配布されます。献立表を見てアレルゲンの有無を確認、食物アレルギー対応確認表に記入して学校に提出します。

②　記入内容を担当者が確認して、学校長が対応を決定します。

③　確認表は保護者に返します。この確認表は教室、保健室、職員室での確認用としても使います。市町村（県立学校は各学校）によって用いる書類等が異なります。
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このリーフレットについてのお問い合わせは、愛知県教育委員会　保健体育課　までお願いします。電話番号は、０５２－９５４－６８３９です。
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